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1ま え が き

差庄予冷の実用化に当たっては,実用規模でのパレット

積み付け方法,予冷静圧と冷却速度及び冷却の均一性等を

明らかにしておく必要がある。

また,現行のダンボール箱規格では,パ レットに積み付

けた場合 ,通気孔の位置が一致せず,差圧シートとダンボ
ール箱面にすさ間が開 く等,差圧予冷には適 さないものが

多い。このため,差圧予冷に適するダンポール箱規格及び

通気孔の開孔位置等の検討が必要である。

著者らは,パ レット積みにおける必要静圧 ,差圧予冷に

適するダンポール箱規格及び通気孔の開7tt法 について検

討を加えた結果,若千の知見を得たので,その概要を報告

する。

2試 験 方 法

l sheet typeの ダンボール箱積み付け方法及び冷却条件

1)通気子L率及び冷却条件 表 1に示す

表 1 通気子L率及び冷却条牛

2)積み付け方法
ニンシン56ケース (1段 8ケ ース×7段積み ),ダ
イコン49ケース(1段 7ケ ース×7段積み )をパレット

積みした。

つま面通気孔率は,定 とし,側面通気孔率を変えて
て積み付けた。

2 3helf typeの ダンボール箱積み付け方法汲び冷却条件

1)通気子L率及び冷却条件 表 2に示す
2)積 み付け方法
ニンシン20ケ ース(1段 5ケ ースX4段積み )をパレ

ット積みした。

3)ダンボール箱規格及び開孔位置
ダンポール箱規格 (単位22)は 260W× 390L× 160

H(外寸 )と し,積み付けた時点で,側面とつま面の

通気孔が一致する位置に開子Lし た。

4)差圧機構
差圧シートを使用せず,壁全面に吸引口を設けた。

表 2 通気孔率及び冷却条件

3試 験 結 果

(1)sheet type(シ ート方式 )

静圧 ,通気孔率と冷却速度との関係を図 1及 び図 2に示
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表 3 静圧 20環匈に対する冷却時間差  (単位 :h→
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した。同一静圧のもとでは,通気孔率の増加に伴い冷却時

間は短縮される傾向が示 されたが,ニ ンシンでは通気子L率

3%,ま たダイコンでは4%以上の条件でほぼ一定となった。

通気■率 (%)

図 1 通気孔率と冷却時間 (エ ンジン )

通気■率 (%)

図2 通気孔率と冷却時間(ダ イコン )
注 ×:品温半減時間
●:全冷却時間

表 3は ,静圧,通気孔率と冷却時間との関係から,回帰

式を求め,静圧が冷却速度に及 lJ‐す影響を示したものであ

る。ニンジン,ダイコン共に,通気子L率 2%程 度までは,静

圧間の冷却時間差は認めら絃こが,通気子L率の増加に伴い,

その差は僅少となり,ニ ンシンの通気子t率 3%以上の条件

では,静圧30耐 qと 40霊咀qと の間には,ほ とんど差異は

みられなかった。また,ダイコンについては,通気子L率 4

%以上の条件で,いずれの静圧間においても差は認められ

なかった。

静圧を高めることは,ダ ンボール箱内風速を増加させ,

冷却速度を速める。反面,野菜表面からの水分蒸散を促し,

冷却中の減量を増すことが明らかになっている1)。

このため,冷却速度に大差がない場合,静圧を過度に高

めるべさではなく,本試験の範囲では,実用規模での必要

静圧は30“Aq程度と考えられた。

●)shelf type(た な方式 )

静圧間で冷却時間を比較すると,20醸、では冷却速度が

遅 く,こ の方式においても,必要静圧は 30鶴Aq程 度 と考

えられた (図 3)。

shelf typeで は,ダンボール箱をパレットに積み付け

る場合,ダ ンボール箱の一面だけがパレットと一致してい

れば良く,またシートがけの作業が省かれるため,作業効

率の面からは,3heCt typeに比較して有利と考えられる。

一方 .差圧冷却においては,ダンボール箱を積み付けた

時点で,ダ ンボール箱間にすき間がなく,冷気のすべてが

通気孔のみを通過して送風機にもどることが理想的である。

本試験の結果 ,現行のダンポール箱規格を数
“
から数¨

変えることにより,差圧用ダンボール箱の開発が可能と考

えられた。
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図 3 静圧と冷却時間 (ニ ンジン )

注 表示は図 2と 同様

4 要     約

差圧予冷の実用化のため,パ レット積みした,ニ ンシン

及びダイコンについて,予冷静圧と冷却速度との関係を検

討した。また,ニ ンジンについて,差圧用ダンボール箱の

検討と共に,差圧シートを用いないタイプの差圧予冷につ

いて検討を加えた。

(1)ニ ンシン,ダイコンの現行のダンボール箱を使用し

た場合,両品日とも,側面通気孔率を 4%と した場合の必

要静IIは 303ぬq程度と考えられた。

0)現行のダンボール箱規格を数
“
から数の変えること

により,側面及びつま面の通気孔の位置を一致させること

が可能であった。また,これらのダンボール箱を用いて,

差圧シートを用いないタイプの差圧予冷方式を検討したと

ころ,必要静圧は30霞Aq程度と考えられた。
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